
TK4 SERIES

（単位：mm）

（単位：mm）

● TK4H, TK4W, TK4L シリーズ

● TK4M シリーズ

● TK4M シリーズ

● TK4H シリーズ

● TK4W シリーズ

● TK4L シリーズ

● TK4SP シリーズ

● TK4SP シリーズ

● TK4S シリーズ

● TK4S シリーズ

（※1） C（TT）：従来W5（TT）と同じ温度センサ  （※2） G（TT）：従来のW（TT）と同じ温度センサ

熱電対
（ThermoCouple）

白金測温抵抗体
（RTD）

アナログ
（Analog）

入力レンジ（℃）

－200～1350
－199.9～999.9
－200～800

－199.9～800.0
－200～800

－199.9～800.0
－200～400

－199.9～400.0
0～1800
0～1750
0～1750

－200～1300
0～2300
0～2300

－200～900
－199.9～900.0
－200～400

－199.9～400.0
0～1390

－199.9～200.0
－199.9～200.0
－200～650

－199.9～650.0
－199.9～600.0
－200～650

－199.9～650.0
－80～200

表示方法

KCaH

KCaL

JIcH

JIcL

ECrH

ECrL

TCcH

TCcL

B PR

R PR

S PR

N NN

C TT

G TT

LIcH

LIcL

UCcH

UCcL

PLII

CU 5

CU10

JPtH

JPtL

DPT5

DPtH

DPtL

NI12

AV1

AV2

AV3

AMV1

AMA1

AMA2

入力仕様 入力レンジ（℉）

－328～2463
－199.9～999.9
－328～1472

－199.9～999.9
－328～1472

－199.9～999.9
－328～752

－199.9～752.0
32～3272
32～3182
32～3182

－328～2372
32～4172
32～4172

－328～1652
－199.9～999.9
－328～752

－199.9～752.0
32～2534

－199.9～392.0
－199.9～392.0
－328～1202

－199.9～999.9
－199.9～999.9
－328～1202

－199.9～999.9
－112～392

小数点

1
0.1
1

0.1
1

0.1
1

0.1
1
1
1
1
1
1
1

0.1
1

0.1
1

0.1
0.1
1

0.1
0.1
1

0.1
1

JIS
規格

DIN
規格

電圧

電流

K（CA）

J（IC）

E（CR）

T（CC）

B（PR）

R（PR）

S（PR）

N（NN）

C（TT）（※1）
G（TT）（※2）

L（IC）

U（CC）

Platinel II
CU 50Ω
CU 100Ω

JPt 100Ω
JPt 100Ω
DPt  50Ω
DPt 100Ω
DPt 100Ω

Nickel 120Ω
0～10V
0～5V
1～5V

0～100mV
0～20mA
4～20mA

ー1999～9999
 （小数点位置によって

          表示範囲が異なります。）
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8
7
4
5

1

3

2

9 0 ! @

#
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IN TYPE SW

TC, RTD mV, V, mA
取 扱 説 明 書

各部の名称 外形寸法図

接続図

● パネル加工寸法● 端子台保護カバー（別売品）：RSAーCOVER（48×48 size）

65

A
モデル名

TK4S

寸法 B C D

TK4SP
TK4M
TK4H
TK4W
TK4L

65
90
65

115
115

65
65
90

115
65

115

45+0.6
-0

45+0.6
-0

68+0.7
-0

45+0.6
-0

92+0.8
-0

92+0.8
-0

45+0.6
-0

45+0.6
-0

68+0.7
-0

92+0.8
-0

45+0.6
-0

92+0.8
-0

● 48×48 シリーズ ● その他のシリーズ

製品取付方法

製品をパネルに装着して図のようにドライバなどを使い
ブラケットを矢印方向へ押して固定します。

※

温度調節器 / プロセスコントローラTK

OUT2 制御出力（※3）

電源電圧

オプション出力            

外形サイズ

表示桁数

機種

DIN W48×H48mm（プラグタイプ）SP
DIN W48×H48mm（端子台タイプ）

DIN W72×H72mm
S
M

DIN W96×H48mm
DIN W48×H96mm

W
H

DIN W96×H96mmL

（※4）

9999（4桁）4

R リレー出力

S SSRP出力

C 電流出力＋SSR駆動電圧出力

4 100ｰ240VAC 50/60Hz

OUT1 制御出力（※2）

アラーム1出力

アラーム1出力

SP

H

アラーム1+アラーム2出力

L

アラーム1+伝送出力

アラーム1+RS485通信出力

アラーム1+アラーム2+伝送出力

S
M

アラーム1+アラーム2+RS485通信出力

W

1
1
2
R
T
A
B

加熱
冷却型 電流出力＋SSR駆動電圧出力

一般型 なし［※一般制御（ヒーティング又はクーリング）時選択］

リレー出力

N
R
C

TK 4 S 1 4 R R

※ 本取扱説明書に記載した仕様、外形寸法等は、製品の改良のため予告なしに変更する場合がありますのでご了承下さい。

定格/性能

入力仕様及びセンサ別の使用温度レンジ

※ 1 ： ◎ 常温区間（23℃±5℃）
•TCのK, J, T, N, Eのー100℃以下と L, U, PLⅡ：（PVの±0.3%または±2℃の中で大きい方）±1Digit
•TCのC, Gと R, Sの200℃以下：（PVの±0.3%または±3℃の中で大きい方）±1Digit
•TCのBの400℃以下は精度規定がありません。

◎ 常温以外の区間
•TCのR, S, B, C, G：（PVの±0.5%または±5℃の中で大きい方）±1Digit
•その他のセンサ：ー100℃以下は±5℃以内
ただしTK4SPは精度基準に±1℃を追加します。

※ 2 ： 「      」表示は、二重絶縁または強化絶縁で完全保護された製品を示します。
※ 但し重量は梱包を含めていません。

※ 1： SPシリーズは端子数の制約によりオプション出力が制限されます。
※ 2： OUT1制御出力分類にてSはSSRP電圧出力で、SSR標準/サイクル/位相制御が可能な電圧出力モデルで

す。Cは電流出力とSSR駆動（標準）電圧出力の中でいずれかを選択することができるモデルです。
※ 3： 加熱&冷却制御（ヒーティング&クーリング）を行う場合は、OUT2制御出力があるモデル（R,C）を選定し、一般

制御（ヒーティング又はクーリング）を行う場合は、OUT2制御出力がないモデル（N）を選定します。
※ 4： ソケット類（PGｰ11, PSー11）は別売です。

K, J, E, T, L, N, U, R, S, B, C, G, PLII（13種）

常温（23℃±5℃）区間：（PVの±0.3%または±1℃の中で大きい方）±1Digit
常温以外の区間：（PVの±0.5%または±2℃の中で大きい方）±1Digit
但しTK4SPは精度基準に±1℃を追加します。

JPT100Ω, DPT100Ω, DPT50Ω, CU100Ω, CU50Ω, Nikel120Ω（6種）

S S R
電 流

SV（W×H）

PV（W×H）

電圧：0～100mV, 0～5V, 1～5V, 0～10V（4種） / 電流：0～20mA, 4～20mA（2種）

熱 電 対

測温抵抗体

ア ナ ロ グ

熱 電 対

測温抵抗体

ア ナ ロ グ

（※1）

表 示 方 式 7セグメント（赤色,緑色）,その他の表示部（緑色, 黄色, 赤色）LED方式

DC4ｰ20mA またはDC0ｰ20mA 選択（抵抗負荷500Ω以下）

電 源 電 圧

消 費 電 力

100ー240VAC 50/60Hz

調 節 感 度

（ P ）

（ I ）

（ D ）
（ T ）

比 例 帯 幅

積 分 時 間

微 分 時 間
制 御 周 期

サ ン プ リ ン グ 周 期

耐 電 圧

停 電 補 償

使 用 周 囲 温 度

保 存 温 度

使 用 周 囲 湿 度

0.1～999.9℃（0.1～999.9%）

0～9999秒
0～9999秒

0.1～120.0秒（※リレー出力, SSR駆動電圧出力型に限る）

50ms
2000VAC 50/60Hz 1分間（入力端子と電源端子間）

5～55Hz（周期1分間）複振幅 0.75mm X, Y, Z 各方向 2時間

約10年（不揮発性半導体メモリ方式）

ー10～50℃（ただし氷結しない状態）

ー20～60℃（ただし氷結しない状態）

35～85%RH（ただし結露しない状態）

獲 得 規 格

約105g

絶 縁 抵 抗
耐 ノ イ ズ

100MΩ以上（500VDCメガ基準）

許容電圧変動範囲 電源電圧の90～110%

ON/OFF, P, PI, PD, PID制御

シ リ ー ズ 名

OUT1/2：500万回以上, AL1/2：2000万回以上（TK4H/W/Lは500万回以上）リ レ ー
寿 命 OUT1/2：20万回以上, AL1/2：10万回以上（TK4H/W/Lは20万回以上）

・ 熱電対/測温抵抗体：1～100℃/℉（0.1～100.0℃/℉）可変 ・アナログ：1～100Digit

8VA 以下

ノイズシミュレータによる方形波ノイズ（パルス幅 1㎲）±2kV R相, S相

0.0～100.0%手 動 リ セ ッ ト 値

耐 振 動

機 械 的

電 気 的

TK4S TK4SP TK4M TK4W TK4H TK4L

7.0×14.0mm

250VAC 3A 1a
11VDC±2V 20mA 以下

重 量 約85g 約140g 約141g 約141g

5.0×10.0mm
9.5×20.0mm
7.5×15.0mm

8.5×17.0mm
6.0×12.0mm

7.0×14.6mm
6.0×12.0mm

11.0×22.0mm
7.0×14.0mm

約198g

常温（23℃±5℃）区間：±0.3% F・S±1Digit, 常温以外の区間：±0.5% F・S±1Digit 
±5% F・S±1Digit

RS485通信出力（MODBUS RTU方式）

0.0ｰ50.0A（1次側ヒータ電流値測定範囲）  ※ CT比は1000：1（ただしTK4SPは除く）  

AL1, AL2 リレー：250VAC 3A 1a（ただしTK4SPはAL1のみ）
DC4ｰ20mA（抵抗負荷500Ω以下, 出力精度：±0.3% F・S）伝送出力

通 信

リ レ ー

リ レ ー

オプション
入 力

オプション
出 力

C T 入 力

C T 入 力

制 御
方 式

制 御
出 力

警報出力

表 示
精 度

入 力
仕 様

文 字
サ イ ズ

加熱, 冷却
加熱&冷却

保 護 構 造 IP65（前面部） ※ただしTK4SPはIP50（前面部）

デ ジ タ ル
入 力

ᆞ有接点入力：ON時2㏀以下, OFF時90㏀以上
ᆞ無接点入力：ON時残留電圧 1.0V以下, OFF時漏洩電流 0.1mA以下
※ TK4S/Mは1EA（端子台数の制約）, TK4H/W/Lは2EAになっている（ただしTK4SPく）  

ー

絶 縁 形 態 （※2）

1 測定値（PV）表示部：運転モード時、入力されている現在測定値（Present Value）を表示します。 設定モード
時に内部パラメータ名を表示します。

2 設定値（SV）表示部：運転モード 時、制御する設定値（Setting Value）を表示します。設定モード時に該当パラ
メータのモード設定値を表示します。

3 単位（℃/℉/%）表示ランプ：表示している測定値（PV）の単位を点灯します。
4 手動（マニュアル）制御表示ランプ：手動制御時に点灯します。
5 マルチSV表示部：マルチSV機能を使用する場合、該当のSV1～3ランプが点灯します。
6 オートチューニング（Auto tuning）表示ランプ：オートチューニング実行時に1秒周期で点滅します。
7 警報出力（アラーム1, アラーム2）表示ランプ：該当の警報出力がON時に点灯します。
8 制御出力（加熱側,冷却側）表示ランプ：該当の制御出力がON時に点灯します。
    ※SSRP出力型のサイクル/位相制御時、操作量が5.0%以上の場合に点灯します。
    ※電流（4-20mA DC, 0-20mA DC）出力で使用する場合、
       手動制御時、操作量が0.0%の時のみ制御出力ランプが消灯し、その他は常時点灯します。
       自動制御時、操作量が3.0%以上の時に点灯し、2.0%以下の時に消灯します。
9         キー：自動制御 ↔ 手動制御切替時に使用します。
    ※TK4S/SP（W48×H48）の場合、        キーがありませんので            キーを1回押すと自動/手動制御切替キ

ーの機能を同時に行います。
0            キー：設定モード進入及びパラメータ移動時に使用します。
!      キー：設定値変更モードへ進入及び桁位置の移動時に使用します。
@      ,     キー：設定値変更モードへ進入及びモード設定値（桁値）を変更するときに使用します。
# 入力選択スイッチ：温度センサ（TC, RTD）入力とアナログ入力（mV, V, mA）切替時に使用します。
$ PCローダポート：パソコンでパラメータ設定及びモニタリングを行うため、シリアル通信用のPCローダポートとして専用

ローダケーブル（SCM-US）を接続するときに使用します。

A/M
A/M MODE

MODE

無接点，有接点入力

※グレー色の端子は、基本モデル構成です。

警告

注意

製品を安全に正しくお使い頂き、お客様や他人への危害及び財産への危害を未然に防止するため、取扱説明
書の注意事項に従ってご使用ください。

注意事項は「警告」、「注意」の二つに分けられます。

指示事項に違反した場合、人が死亡又は重傷を負う可能性が想定されることを示します。

指示事項に違反した場合、軽微な傷害や製品損傷が発生する可能性が想定されることを示します。

製品と取扱説明書に表示された絵記号の意味は次の通りです。
記号は特定条件下で危険が発生する恐れがあるため、注意しなければならない内容であることを示しています。

警告
注意

安全上の注意事項

生命や財産に影響を及ぼす機器（原子力制御、医療機器、車、鉄道、航空、燃焼装置、娯楽機器、安全
装置等）に使用する場合、必ず二重に安全装置を施して下さい。
火災、人身事故、財産上の損失が発生する恐れがあります。
必ずパネルに取り付けてご使用下さい。
感電の恐れがあります。
電源が印加された状態で結線及び点検、修理を行わないで下さい。
感電の恐れがあります。
電源は必ず端子番号をご確認の上、接続して下さい。
火災のがあります。
弊社の修理技術者以外の方は、製品を改造しないで下さい。
感電や火災の恐れがあります。

1.

2.

3.

4.

5.

5.8mm以下5.8mm以下

屋外で使用しないで下さい。
製品の寿命が縮む原因になり、感電の恐れがあります。
電源入力端及びリレー出力端の配線結線時、AWG No.20（0.50mm2）以上を使用して端子台のネジを
0.74N・m～0.90N・mトルクで締め付けて下さい。
接触不良による火災の恐れがあります。
圧着端子はM3の下図の形状をご使用ください。

必ず定格/性能の範囲で使用して下さい。
製品の寿命が縮む原因となり、火災の恐れがあります。
リレー接点部の開閉容量定格値を超える負荷を使用しないで下さい。
絶縁不良、接点溶着、接触不良、リレー破損、火災等の原因になります。
掃除時、水、有機溶剤を使用しないで下さい。乾いた布で行って下さい。
感電及び火災の恐れがあります。
可燃性ガス、爆発性ガス、湿気、直射光線、輻射熱、振動、衝撃のある場所では使用しないで下さい。
火災や爆発の恐れがあります。
製品の内部に埃や配線屑が入らないようにして下さい。
火災や装置故障の恐れがあります。
温度センサの接続時、端子の極性をご確認の上、配線を正しく接続して下さい。
火災や爆発の恐れがあります。  
強化絶縁性能を満足させる設置のため、基礎絶縁以上の電源装置を使用して下さい。 

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

モデル構成

温度調節器

【※ ソケット類（PGｰ11, PSー11）は別売です。】

無接点，有接点入力

無接点，有接点入力

このたびはオートニクス製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。
ご使用の前に「安全上の注意事項」を必ずお読みの上、警告、注意に従って正しくご使用ください。



 SV設定グループ [  SVSV ]  パスワード 入力 パラメータ

PASS 0001

モード 出荷仕様モード 出荷仕様

SV 0

 パラメータ 1 設定グループ ［ PAR1PAR1］

 パラメータ 2 設定グループ ［ PAR2PAR2］

 パラメータ 3 設定グループ ［ PAR3PAR3］

 パラメータ 4 設定グループ ［ PAR4PAR4］

 パラメータ 5 設定グループ ［ PAR5PAR5］

電源投入後製品にエラーが発生しない場合、前面表示部の全てが約1秒間点灯した後、モデル区分（オプション/メイ
ン出力）を表示し、入力タイプを2回点滅表示させてから運転モードで動作します。

① 全体表示 ② モデル区分表示 ③ 入力タイプ表示 ④ 運転モード  

 使用レベルを標準使用者（Standard Level）と高機能使用者（High Level）に分けてパラメータの表示を制限す

る機能です。

 パラメータ5設定グループの使用者レベルにて設定します。標準使用者（Standard Level）に設定すると、「▣パラ
メータ設定グループの説明」のグレー背景のパラメータのみ表示されます。

 設定範囲：「STND，HIGH」                                        出荷仕様：「STND」（単位：ー）

本温度調節器の詳細及び使用方法はユーザーマニュアルをご参照下さい。
ユーザーマニュアル及びソフトウェアの［PCローダプログラム（DAQMaster）］は弊社ホームページ（
www.autonics.jp）にてダウンロードして下さい。

PCローダプログラムのDAQMasterは、パラメータ設定及びモニタリング機能を行います。

項目

通信ポート

システム

メモリ

ハードディスク

解像度

運営体制

最小仕様

256MB
100M以上のハードディスク容量

1024×768

Intel PentiumⅢ以上のIBM PC互換パソコン

Windows 98/NT/XP/Vista/Window 7（ただしWindows 98では英語版のみ支援します。）

RS-232シリアル ポート（9ピン）, USBポート

パラメータ設定グループの説明 操作量モニタリング及び手動（マニュアル）制御説明 出荷時の設定仕様

ユーザーマニュアル

ソフトウェア ［PCローダプログラム（DAQMaster）］

使用者のレベル指定機能の説明

パラメータの初期化説明

取扱時の注意事項

主要生産品目

電源投入時の表示状態説明

SV設定説明

オートチューニング実行/停止説明

警報出力動作モードの説明 パスワード設定

① パラメータ5設定グループのパスワード設定パラメータ「PWD」へ移動します。

②     キーを押すと桁の点滅が100→101→102→103→100順に移動し、変更する桁に移動した後、          キーを利用
してパスワード値を設定します。         キーを押し続けると、0↔1↔2↔3↔4↔5↔6↔7↔8↔9↔0順に変わり、上/下位桁
と相互連係して動作します。

③ パスワード値を設定した後、           キーを押すと、パスワードエラー防止のためパスワード設定値の再入力が求めら
れます。SV表示部には既存のパスワード値が表示されます。

④ 設定するパスワード値を確認するため上記の②方法でパスワード値を再入力します。

⑤ パスワードの再入力後           キーを押すと、設定したパスワード値が2回点滅した後設定が完了され「PAR5」グル
ープ名に移動します。最初設定したパスワードと異なるパスワード入力後          キーを押すと、エラー（ERR）メッセー
ジが2回点滅し、初期パスワード設定に移動します。  

MODE

MODE
MODE

● 一般制御（加熱制御または冷却制御）時の手動制御切替方法

①,⑤：運転モードにて       キー（S, SPモデルは          キー）を1回押すと操作量モニタリングモードへ進入します。           
SV表示部に「 H」（加熱制御時）または「 C」（冷却制御時）と一緒に現在操作量（MV）が表示されます。

②,⑥：操作量がモニタリングされている間に              キーの中でいずれかを押すと、最下位の桁（100ディジット）が
点滅すると同時に MAN ランプが点灯し手動制御に切り替わります。

③,⑦：     キーを押すと桁の点滅が移動します。（100→101→102→103→100）

④,⑧：         キーを押し続けると、0↔1↔2↔3↔4↔5↔6↔7↔8↔9↔0順に変わり、上/下位桁と相互連係して動作し
ます。               キーを利用して操作量値を設定します。

⑨    ：①～⑧状態にて        キー（S, SPモデルは           キー）を押すと、 MAN ランプが消灯され自動制御へ復
帰します。

A/M

A/M

MODE

MODE

● 加熱&冷却制御時の手動制御切替方法

①： 運転モードにて        キー（S, SPモデルは            キー）を1回押すと加熱側の操作量モニタリングモードへ進入
します。SV表示部に「 H」と一緒に現在操作量（MV）が表示されます。

②： 加熱側の操作量がモニタリングされている間に               キーの中でいずれかを押すと、最下位の桁（100ディジ

ット）が点滅すると同時に MAN ランプが点灯し手動制御に切り替わります。

③：      キーを押すと桁の点滅が移動します。（100→101→102→103→100）

④：          キーを押し続けると、0↔1↔2↔3↔4↔5↔6↔7↔8↔9↔0順に変わり、上/下位桁と相互連係して動作しま
す。              キーを利用して操作量値を設定します。

⑤： ①～④状態にて        キー（S, SPモデルは           キー）を押すと、 冷却側の操作量モニタリングモードへ進入
します。SV表示部に「 C」と一緒に現在操作量（MV）が表示されます。

⑥： 冷却側の操作量がモニタリングされている間に               キーの中でいずれかを押すと、最下位の桁（100ディジ

ット）が点滅します。

⑦：       キーを押すと桁の点滅が移動します。（100→101→102→103→100）

⑧：           キーを押し続けると、0↔1↔2↔3↔4↔5↔6↔7↔8↔9↔0順に変わり、上/下位桁と相互連係して動作しま
す。              キーを利用して操作量値を設定します。

⑨： ⑤～⑧状態にて        キー（S, SPモデルは           キー）を押すと、 MAN ランプが消灯され自動制御へ復帰
します。

※ 加熱&冷却制御時に冷却側のモニタリング及び操作量設定動作を行う間、加熱側の操作量は継続して出力
されます。

A/M

A/M

MODE

MODE

A/M MODE

パラメータ2設定グループの「 AT」パラメータを「 ON」に設定すると、オートチューニング機能を開始します。 
オートチューニング実行中に手動でオートチューニングを停止する場合、パラメータ「 AT」を「 OFF」に設定します。
（※ オートチューニング実行前のP，I，D設定値を保持します。）
オートチューニング実行中にセンサ断線エラーが発生した場合、オートチューニングは自動終了し、以前のPID時定
数を保持します。
オートチューニング実行中に測定温度が入力レンジ以上または以下になってもオートチューニングは継続して実行
されます。
オートチューニング実行中は、全体パラメータの確認のみ可能で、設定値の変更はできません。 
設定範囲：OFF, ON
出荷仕様：OFF（単位 ：ー）











R-S

SV-N

CT-A

RUN

SV-0

AL!L

AL!H

AL@L

1550

1550

1550

1550

0000

0000

SV-2

SV-3

AL@H

SV-0

SV-1

0000

0000

モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様

AT

H-P

C-P

H-I

C-I

H.OST

C.HYS

C.OST

L-MV

H-MV

RAMU

RAMD

R.UNT

OFF

010.0

010.0

0000

0000

0000

0000

0000

050.0

002

000
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000

'`00.0

100.0

000
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MIN

H-D

C-D

DB

REST

H.HYS

モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様

IN-T

UNIT

L-RG

H-RG

DOT

L-SC

H-SC

dUNT

IN-B

MAvF

L-SV

H-SV

O1.SR

O1.MA

OUT2

O2.MA

H-T

C-T

KCA.H

?C

0）00

10.00

0.0

000.0

100.0

?/O

0000

00）1
-200

1350

020.0（リレー）

002.0（SSR駆動）

（一般型）

（加熱冷却型）

（一般型）

（加熱冷却型）
O-FT

C-MD

HEAT

H-C

PID

P.P

AT.T

OUT1

TUN1

CURR

STND

4-20

CURR

4-20

モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様

AL-1

AL1.T

A1.HY

A1.N

A1.ON

A1.OF

AL-2

AL2.T

A2.HY

A2.N

A2.ON

A2.OF

LBA.T

LBA.S

LBA.B

AO-M

FS-L

FS-H

ADRS

BPS

PRTY

STP

RSWT

COMW

DVCC

AL-A

001

NO

0000

0000

01

96

NONE

2

20

EN.A

0000

008

003

PV

-200

1350

]]DV

AL-A

001

NO

0000

0000

モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様

MT.SV

DI-K

DI-1

DI-2

IT.MV

1

STOP

STOP

AL.RE

AUTO

PR.MV

ER.MV

ST.MV

ST.AL

USER

000.0

000.0

000.0

CONT

STND

LC.SV

LC.P1

LC.P2

LC.P3

LC.P4

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

LcPS

PWD

OFF

0000

モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様 モード 出荷仕様

 メモリ内の全てのパラメータを出荷仕様に初期化する機能で、前面部の    +    +    を同時に5秒間押すと実行し
ます。 

 「 INIT」パラメータを「 YES」に設定すると全てのパラメータは初期化されます。 
 パスワード機能使用時、本パラメータに進入するためにはパスワードを入力しなければなりません。パラメータ初期

化機能を実行すると、パスワードパラメータ値も初期化されます。

 設定範囲：「 YES」, 「 NO」                                          出荷仕様：「 NO」（単位：ー）

EPｰJPNｰ03ｰ0330A

Satisfiable Partner For Factory Automation

本社
41-5, Yongdang-dong, Yangsan-shi,    
Gyeongnam, 626-847, Korea
日本法人ジャパンオートニクス株式会社
東京都港区海岸2-1-18高丸ビル8F
TEL：03-5730-0568  FAX：03-5730-0569
URL：www.autonics.jp
E-mail：ja@autonicsjp.co.jp

■

■

■ 光電センサ
■ 光ファイバセンサ
■ 圧力センサ
■ カウンタ 
■ 温度調節器
■ 電力調整器
■ タコ/スピード/パルス（レート）メータ 
■ センサコントローラ
■ グラフィック/ロジックパネル 

■ 近接センサ
■ エリアセンサ
■ ドア/ドアサイドセンサ
■ ロータリエンコーダ
■ タイマ 
■ 温度/湿度センサ
■ パネルメータ 
■ ディスプレイユニット 
■ スイッチングパワーサプライ 
■ ステッピングモータ/ドライバ/モーションコントローラ
■ フィールドネットワークデバイス 
■ レーザマーキングシステム（CO2, Nd:YAG）
■ レーザウェルディング/ソルダリングシステム

本製品は下記の環境条件下で使用できます。
① 屋内                              ③ 汚染等級2（Pollution Degree 2）
② 高度2000m以下            ④ 設置カテゴリⅡ（Installation Category Ⅱ）
誘導性ノイズを防止するため本製品の配線は高圧線、電力線などと分離してください。
本製品の電源を供給、遮断するため電源スイッチや遮断機を設置して下さい。
スイッチや遮断機は運転者の操作が容易にできるよう近所に設置して下さい。
本製品は温度調節用です。電圧計や電流計として使用しないでください。
RTD センサを使用する場合は必ず3線式で結線して下さい。線路を延長する場合は線の厚さと長さの同一な3本
の配線を使用して下さい。線路抵抗が異なると温度差を誘発します。
やむ得ず電源線路と入力信号線路を近くする場合は調節器の電源ラインにラインフィルタを使用して下さい。入力
信号線路はシールド線をご使用ください。
強い高周波ノイズの発生する機器（高周波溶接機、高周波ミシン機、大容量SCRコントローラなど）の近くでの使
用は避けて下さい。

  1.

2.
3.
4.
5.
6.

7.

8.

※上記の「取扱時の注意事項」は製品故障の原因となりますので必ず順守して下さい。
運転モード

④

②①

③

②

運転モード

① 運転モードにて             キーのいずれかを押すと、SV設定部の最下位の桁（100ディジット）が点滅しながらSV設
定モードへ進入します。

②      キーを押すと桁の点滅が移動します。（100→101→102→103→100）

③          キーを押し続けると、0↔1↔2↔3↔4↔5↔6↔7↔8↔9↔0順に変わり、上/下位桁と相互連係して動作します。                    
                   キーを利用してSVを設定します。

④ SV設定変更後、           キーを押すか3秒間キーの入力がないと自動保存され変更したSVで制御を行います。MODE

運転モード

SVSV

PASS PASS PASS

PW値
一致時

PW値
一致時

SV設定

H-MV C-MV

加熱側の操作量
モニタリング

3秒後
自動保存

冷却側の操作量
モニタリング

PAR1PAR1

制御出力運転/停止（R-5）

ヒータ電流値モニタリング（CT-A）

警報出力1上限設定値（AL1.H）

警報出力2下限設定値（AL2.L）

警報出力2上限設定値（AL2.H）

SV-0設定値（SV-0）

マルチSV No. 選択（SV-N）

警報出力1下限設定値（AL1.L）

SV-1設定値（SV-1）

SV-2設定値（SV-2）

SV-3設定値（SV-3）

PAR2PAR2

オートチューニング実行/停止（AT）

冷却側比例帯幅（C-P）

冷却側積分時間（C-I）

加熱側微分時間（H-D）

冷却側微分時間（C-D）

デットバンド（DB）

加熱側比例帯幅（H-P）

加熱側積分時間（H-I）

手動リセット（REST）

加熱側ヒステリシス（H.HYS）

加熱側OFF時点オフセット（H.OST）

冷却側ヒステリシス（C.HYS）

操作量下限リミット（L-MV）

ランプ上昇変化率（RAMU）

ランプ下降変化率（RAMD）

ランプ時間単位（R.UNT）

冷却側OFF時点オフセット（C.OST）

操作量上限リミット（H-MV）

PAR3PAR3

入力仕様（IN-T）

加熱側制御周期（H-T）

冷却側制御周期（C-T）

アナログ下限入力値（L-RG）

スケール値小数点位置（DOT）

下限スケール値（L-SC）

上限スケール値（H-SC）

前面部表示単位（D.UNT）

センサ温度単位（UNIT）

アナログ上限入力値（H-RG）

入力補正（IN-B）

入力デジタルフィルタ（MAV.F）

SV下限リミット（L-SV）

SV上限リミット（H-SV）

オートチューニングモード（AtT）

OUT1制御出力選択（OUT1）

制御出力動作モード（O-FT）

温度制御方式（C-MD）

OUT1SSR出力方式（O1.SR）

OUT1電流出力範囲（O1.MA）

OUT2制御出力選択（OUT2）

OUT2電流出力範囲（O2.MA）

PAR4PAR4

警報出力1動作モード（AL-1）

PAR5PAR5

マルチSV個数（MT.SV）

警報出力1ヒステリシス（A1.HY）

警報出力1ON遅延時間（A1.ON）

警報出力1OFF遅延時間（A1.OF）

警報出力2動作モード（AL-2）

警報出力2オプション（AL2.T）

警報出力1オプション（AL1.T）

警報出力1接点形態（A1.N）

警報出力2ヒステリシス（A2.HY）

警報出力2接点形態（A2.N）

警報出力2ON遅延時間（A2.ON）

警報出力2OFF遅延時間（A2.OF）

LBA検出値（LBaS）

アナログ伝送出力値（AO-M）

伝送出力下限値（FS-L）

伝送出力上限値（FS-H）

通信局番（ADRS）

LBA監視時間（LBA.T）

LBA検出幅（LBA.B）

通信速度（BPS）

通信パリティビット（PRTY）

通信ストップビット（STP）

通信応答待機時間（RSW.T）

通信書込み許可禁止（COMW）

（※1） （※1） （※1）

（※2）
（※2）

A/M

A/M
（※2）
A/M

MODE MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE MODE MODE MODE

MODEMODE MODE MODE MODE MODE

いずれか1回押す。
2秒

1.5秒 MODE 1.5秒

MODE 3秒 MODE 3秒 MODE 3秒 MODE 3秒MODE 3秒

MODE 1.5秒 MODE 1.5秒 MODE 1.5秒

MODE 3秒

（※1）「PASS」パラメータは、パスワードが
設定されている場合のみ表示されま
す。パスワードの設定は出荷仕様が
「0000」になっていますので、最初
購買時には表示されません。

入力したパスワードと設定されている
パスワードが異なる場合は、暗号コ
ードを出力する画面に切り替ります。
この際、             キーを押すと、パス
ワードを入力する画面に復帰し、             
          キーを押すと運転モードへ戻
ります。

パスワードをお忘れた場合、暗号コ
ードをご確認の上、弊社までご連絡
下さい。

MODE

（※2）TK4S/SPモデルは            キーの1回押しで         キーの機能を代行
します。

MODE A/M

※通信支援のため各パラメータは固有のメモリアドレスを割り当てています。

※運転モードにて            キーを2秒以上押すと設定モードへ進入します。

※設定モード進入後、どこでも           キーを1.5秒間押すと、該当グルー
プへ移動します。

※設定モード進入後、どこでも           キーを3秒以上押すと、運転モード
へ戻ります。

※該当グループの最下位パラメータにて             キーを押すと、該当グルー
プ名へ移動します。他の該当グループへ移動可能です。

※パラメータ設定モードに進入した後、30秒間キーの操作がないと、以前
設定値を保持し、自動的に運転モードへ戻ります。

※グレー色のパラメータは、標準使用者の表示パラメータで、その他のパラメ
ータは高機能使用者の表示パラメータです。（パラメータ5グループの使用
者レベルにて設定することができます。）

MODE
MODE

MODE

MODE

DI-1入力端子機能（DI-1）

手動制御時基準操作量（IT.MV）

手動制御時初期操作量（PR.MV）

センサエラー時操作量（ER.MV）

制御停止時操作量（ST.MV）

前面部DI入力キー機能（DI-K）

DI-2入力端子機能（DI-2）

制御停止時警報出力（ST.AL）

SV設定グループロック（LC.SV）

パラメータグループ1ロック（LC.P1）

パラメータグループ3ロック（LC.P3）

パラメータグループ5ロック（LC.P5）

パスワード設定（PWD）

パラメータグループ2ロック（LC.P2）

パラメータグループ4ロック（LC.P4）

使用者レベル（USER）

モード 警報出力動作 説明（モードと関わる偏差初期値）

■ 警報出力なし

■ 偏差上限警報
（温度，アナログ：+F・S）
PVとSVの偏差が上限偏差より大きいと出力が
ONします。
上限偏差は「AL1.H/ AL2.H」にて設定します。 

■ 偏差下限警報
（温度，アナログ：+F・S）
PVとSVの偏差が下限偏差より小さいと出力が
ONします。
下限偏差は「AL1.L/ AL2.L」にて設定します。 

■ 偏差上/下限警報
（温度，アナログ：+F・S）
PVとSVの偏差が上限偏差より大きい時、または
下限偏差より小さい時に出力がONします。
上限偏差は「AL1.H/ AL2.H」にて設定します。
下限偏差は「AL1.L/ AL2.L」にて設定します。 

■ 偏差上/下限逆警報
（温度：0，アナログ：0）
PVとSVの偏差が下限偏差より大きい時、または
上限偏差より小さい時に出力がONします。
上限偏差は「AL1.H/ AL2.H」にて設定します。
下限偏差は「AL1.L/ AL2.L」にて設定します。

■ 絶対値上限警報
（温度：上限値, アナログ：「H-SC」と「L-SC」の
中で大きい値）
PVが警報絶対値以上になると出力ONします。
警報絶対値は「AL1.H/ AL2.H」にて設定します。

■ 絶対値下限警報
（温度：下限値, アナログ：「H-SC」と「L-SC」の
中で小さい値）
PVが警報絶対値以下になると出力ONします。
警報絶対値は「AL1.L/ AL2.L」にて設定します。

上限偏差：ー10℃設定 上限偏差：10℃設定 

下限偏差：ー10℃設定 下限偏差：10℃設定 

下限偏差：10℃, 上限偏差：20℃設定 

下限偏差：10℃, 上限偏差：20℃設定 

警報絶対値：110℃設定警報絶対値：90℃設定 

警報絶対値：110℃設定警報絶対値：90℃設定 

SV
100℃

PV
110℃

PV
90℃ 

SV
100℃ 

PV
90℃ 

SV
100℃ 

SV
100℃ 

PV
110℃ 

PV
90℃ 

SV
100℃ 

PV
120℃ 

PV
90℃ 

SV
100℃ 

SV
100℃ 

PV
110℃ 

PV
90℃ 

SV
100℃ 

PV
120℃ 

PV
90℃ 

SV
100℃ 

SV
100℃ 

PV
110℃ 

ループ断線検出時にONします。

センサ断線検出時にONします。

CTを通じてヒータ断線検出時にONします。

■ センサ断線警報（Sensor Break Alarm）

■ ループ断線警報（Loop Break Alarm）

■ ヒータ断線警報（Heater Break Alarm） 

加熱側の手動制御

冷却側の手動制御

⑨ 運転モード ① 加熱側の操作量モニタリング ② 加熱側の手動制御実行 ③ 加熱側の手動操作量変更

④ 加熱側の手動操作完了

⑤ 冷却側の操作量モニタリング⑥ 冷却側の手動制御実行⑦ 冷却側の手動操作量変更⑧ 冷却側の手動操作完了

自動制御
復帰

一般制御時の自動制御復帰

一般制御時の冷却側の制御実行

加熱&冷却
制御時

A/M

A/M

A/M

A/M

パスワード最初設定

②の設定値と同じ値を入力時 ②の設定値と異なる値を入力時

設定値が2回点滅し設定完了 エラー「ERR」メッセージ2回点滅後、
初期パスワード設定画面に切替

②の設定値と同じ値を入力時 ②の設定値と異なる値を入力時

設定値が2回点滅し設定完了 エラー「ERR」メッセージ2回点滅後、
初期パスワード設定画面に切替

パスワード最初設定値変更（1234→5678 変更時）  

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

MODE

MODE

MODEMODE MODEMODE

MODE

MODE
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